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８．事業名：「科学技術による地域活性化戦略」に関する調査研究     平成 20 年度採択 

資金を出す機関：（独）科学技術振興機構 

予算規模：3,000千円 

事業期間：平成20年12月～21年２月 

もとになったサブテ－マ名：①「有用アグリリソースのタンパク質発現解析と制御技術の開発」 

  もとになった小テ－マ名：①－２「プロテオーム情報を利用したアグリリソースの網羅的 

キャラクタライズ化技術の開発」 

もとになったサブテ－マリ－ダ－：共同研究員・和歌山大学システム工学部 教  授 中川 優 

もとになった研究従事者： 

雇用研究員・近畿大学生物理工学部 教 授 松本和也（サブテーマ①副リーダー） 

  雇用研究員・近畿大学生物理工学部 准教授 森本康一（小テーマ①－２リーダー） 

雇用研究員・近畿大学生物理工学部 准教授 宮本裕史（小テーマ②－３リーダー） 

雇用研究員・近畿大学生物理工学部 助 教 天野朋子 

  雇用研究員・近畿大学水産研究所 准教授 家戸敬太郎（小テーマ①－２副リーダー） 

雇用研究員・（財）わかやま産業振興財団 主査研究員 花田裕美（小テーマ②－１リーダー） 

共同研究員・近畿大学生物理工学部 講 師 田口善智 

特許：有 

発明の名称                          出願番号    出願日 

１）「β－アクチンプロモータ遺伝子、発現ベクター、  特願2004-342562 2004/11/26 

及び遺伝子導入魚類」     

２）「α－アクチンプロモータ遺伝子、発現ベクター、  特願2005-081280 2005/ 3/22 

及び遺伝子導入魚類」           

３）「真珠貝の貝殻又は真珠の構造遺伝子」       特願2006-67288  2006/ 3/13 

４）「真珠貝の貝殻、真珠の色調を制御する遺伝子と   特願2006-173485 2006/ 6/23 

      そのタンパク質」               PCT/JP2007/062422  2007/ 6/20 

５）「牛の判別方法及び牛の判別用キット」            特願2008-100138 2008/ 4/ 8 

参加研究機関（企業含む）： 

    近畿大学、和歌山県（工業技術センター、農林水産総合技術センター）、 

（株）紀和実験動物研究所、ジーンコントロール（株）、（株）アーマリン近大 他 

研究概要： 

農業資源の選抜指標の実用化と、新品種作出などを図ることによる、地域産業への貢献とより先進的な研究成果の創

出について、産学官による1.5次産業創生協議会において検討・調査し、平成21年度ＪＳＴ「地域卓越研究者戦略的結集

プログラム」への展開を目指す。 

 

９．事業名：科学研究費補助金（新学術領域研究・課題提案型）        平成20年度採択 

資金を出す機関：文部科学省 

予算規模：28,470千円 

事業期間：平成20年12月～23年３月 

もとになったサブテ－マ名：②「有用アグリリソースの高効率生産・利用技術の開発」 

もとになった小テ－マ名：②－４「遺伝子操作ウシの効率的作製技術開発 

もとになったサブテ－マリ－ダ－：雇用研究員・近畿大学生物理工学部 教授 佐伯和弘 

もとになった研究従事者：共同研究員・ジーンコントロール㈱ 取締役 三谷 匡、研究員 安齋政幸   

特許：有 

発明の名称                          出願番号    出願日 

１）「標的内因性遺伝子の発現が抑制されたＥＳ細胞の  特願2007-118962 2007/4/27 

選抜方法及び当該選抜方法を利用したトランスジ     

ェニック動物の作製方法」 

参加研究機関（企業含む）：ジーンコントロール㈱、近畿大学先端技術総合研究所 
研究概要： 

クロマチンを制御して遺伝子発現を調節できるDNA構造（非Ｂ型DNA構造）がＲＮＡポリメラーゼⅡ型の転写活性のみな
らず、ＲＮＡポリメラーゼⅢ型の転写活性によるshＲＮＡの発現を高率かつ安定的に誘導する機能について検証し、非Ｂ
型DNA構造による遺伝子発現の高効率化・安定化並びにＲＮＡiの強化機能を開発する。本課題研究は、動物発生工学とク
ロマチン工学をつなぐダイナミックな連携であり、従来とは異なる新技術「クロマチン改変動物」を創出し、医療・創薬・

農林水産業等に大きな恩恵をもたらすと期待される。 

 

（２）経済産業省関係事業（含ＮＥＤＯ等）    該当なし 

（３）その他の省庁関係事業           該当なし 
























